
第５号 平成２年１０月

創立２５周年記念特集号

協同組合千葉電友会事務所正面玄関

一 一 一 一
己



（１＞ （協） 干葉電友会だより

目 次

２５周 年記 念特集号発刊にあた って……………・…・…… 理 事長 染谷新 太郎… ……２

祝 辞 … … …・・… … …・… … … …・… …・・… …・・… … … …・千 葉 市 長 松 井 旭 … … … ３

２５周 年を祝 し で … ……………・………・㈹千葉 県電業協 会会長 関 泰雄… ……４

祝 辞 … … … …・… …・… …・… … 千 葉県 中 小 企 業 団 体 中 央 会 会 長 勝又 豊 次 郎… … …５

設 立２５周 年 を 祝 して … …… …・… …・・… 千 葉 市 建 設局 建 築 部 長 奥 貢 … … …６

『電友会と 共に』 ………………千葉市建設局 建築部設備課長 清水 克祐… ……７

組 合 組 織 構 成 ・…・… … … …・… …・…・… … …・…・… … … … …・・… …・… … … …・・… … … ８

思 い 出 の ア ル バ ム …・…・… … … …・… … … … ＿ ＿．．．＿．．＿ ＿ ＿ ＿ ＿．＿ ＿．．＿ ＿ ＿ ＿．ｇ

２５周 年 に よ せ て … … … ……・…・… … … …・…・…・… …・元副 会 長 南 修 治… … …里３

事 務 局 よ り お 知 ら せ … … … … …・…・… …・… … …・…・… … … … …・・…・… … … … … …・１５

第 σ回 通 常 総 会 開 催 …・…・… … …・… …・・… … … …・… … … … … … 桜 田 尚 栄… … …１６

研 修 会 報 告・… … … … … …・… …・・… … … …・… … … … …・…・・… … 藤 巻 誠 一 … … … １７



（協） 千葉電友会だより （２）

２５周年を迎えて

協同纏合千葉電友会

理事長 染 谷 新太郎

協 同組合千葉電 友会は、 任意 団体千葉市 電友会を含め、 本年創
立２５周 年を迎える

事に なりました。 これは、 千葉 市の電気工事業界として非 常に喜
ばしい事でありま

す。 私 も い さ さ か 齢
を 重 ね た と は い え、 創 立 以 来２５

年 間 理事 長 と して 働 か せ て い た

だい て お りま す こ と、
感慨 深く 本 当 に あ り が た いこ と だと 思 っ て お り ま す。

当 会は県内各地 区電友会の中 でも歴史が古 く、 千葉市 をはじめ、 関係 各位の
ご指

導 ご 協力 のお か げ で、
着 実に 発 展 を し て 参り ま した。 こ れ も 一 重 に 千 葉 市

を は じめ

とす る関係 各位の 暖かいご指導 ご援助の賜 でもあり並びに会員 各位の業界を良く し

よう という ご協力 の賜でもあり ます。 ここに厚く感謝と、 御礼を申 し
上げます。

思い起こせば当 事の建築課長から正式の団体を作ったら どうかと ご助言を賜り、

昭和４０年 に ８ 社 で 発 会 致 し ま し た。

昭和６０年１月ｉ８日、 協同組合千葉電友会として組合化された時
は本当に感無量で

あ り ま した。

現 在 会 員６７社、
賛 助 会 員２８社、 総 会 員

９５社 と い う 大 世 帯 に な り ま した。

今後私達はバランスのとれた経営、 技術力の向上施工力のアッ プ等企業 体質 を強

化 し、 地域社会に貢献すべき皆様方に信頼される組合
と して一層の努力を積 み重ね、

そ れに 向っ て 廼 進 す る 所 存 で す。 そ して２５周 年
を心 の節 目 と し、

輝 く２！世 紀 に 向 っ

て、 千 葉市当局関係 各位の皆様と 私共組合員 が成長をし続 け建設業界のあ らゆる
向

上の 為、
発展 して 参 り た いと 念 願 致 して お り ま す。

最後 になりま した が、 本電友会 だより創立２５周 年記念特集 号発刊 に当 り、
ご寄稿

賜りま した方々に厚 く御礼 申し上 げます。



（３） （協） 千葉電友会 だより

祝 辞

千葉市長 松井 旭

この 度、 協同組合千葉電 友会には創立二十五 周年を迎えられ、 「千葉電友 会だよ

り創立二十五周年記念特集 号」 を発刊 されま したこと、 誠に意義深く心より お祝い

を申 しあ げます。

会員 皆様方には、 創立以 来一筋協力 され、 業界の発展に努め られ大きな成 果をお

さ め ら れ て お りま す と と も に、 市 政 に 対 しま して 多 大 な ご支 援、
ご協 力 を 賜 わ っ て

おりま すこと、 心から敬意 と感謝の意を表する次第であ ります。

近年、 日進月 歩の勢いで 技術革新 が進 む中、 皆様方に は便利で快適な生活 環境づ

くりの ため、 技術の向上に むけ絶えま ざる研 鐙を積まれ、 市民生活の発展に 大きく

寄与されておりますこと 大変ありが たく存 じております

さて、 本市は平成四年を 目途とする政令指 定都市への 移行に向 け、 また首 都圏機

能の一翼を担う業務核都市、 さらに は世界に開 かれた国 際都市づく りを目 指 し様々

な施策を展開 しているところであり ます。

特に、 本年はこれまでに二番目の 総合支所 「美浜総合 支所」 や国際級の多 目的ス

タ ジア ム 「千 葉 マリ ンス タ ジア ム」 が オー プ ン した こと に よ り、 都 市 機 能
が 大 幅 に

充実 した と こ ろ です が、 さ らに 今 後 も、道 路・ 公園・ 下 排 水 等 の 生 活関連 施 設 の 整 備

に努 め る と と も に、
幕 張新 都 心 づ く り、 Ｊ Ｒ 千 葉 駅周 辺 の 大 改 造、

市 役 所周 辺 の 業

務 地区 形 成、 都 市 モノ レー ル
の 建設 等 の 大 規 模 プロ ジェ ク ト を 推進 し、

大 都 市 に ふ

さわ しい魅力と 活力 ある都 市づくり を図って参ります、

しか しな が ら、
．こ れ ら都 市 づく り に は 市 民 各位、 特 に 絶 え ま ざる ご精 進 を 積ま れ

市民生 活の向上 にご尽力 をいただい ている電友会皆様方のお力 添えを必要と してい

るの で あり ま す。

どう か皆 様方には、 この創立二十五周年を 契機 にさらに一致 団結され、 市政発展

のため一層の ご支援・ ご協力を賜わりますよう心 からお願い申 しあげる 次第 であり

ま す。

おわりに、 協同組合千葉 電友会のますます のご発展と 会員 皆様方のご健勝・ ご活

躍を 心からお祈り申し あげまして祝辞とい たします。



（協） 千葉電友会だより （４）

２５周年を祝して

㈹千葉県電業協会

会長 関 泰雄

協同組合千葉電友会 が２５周年 を迎える に当 り心から御祝の言葉を申 し上 げます。

貴会はその前身である千 葉電友会として 昭和４０年発足され県郡千葉市発展のた め

我 が国の基幹産業と して の建設業 のなかでその一翼をにない設備工事業界に於て 重

要な役割を果さ れ、 こ こに２５周 年を迎えられた事は誠に同慶に堪えません。

貴会 が設立 されて以 来千 葉市は我が国でも例をみない程す ばらしい発展 を遂げ、

更 に今日政令 指定都市 に向って着々と準備 が進めら れて居ります。 その 間貴 会が地

元 を中心とす る千葉市 電気工事業の団体と して常に市当局に協力 し、 技術 の向上と

経営 の近代化並 びに労働 の安全等に尽力 され、 特に近年に於 ては大型工 事を大手会

社 との共同企 業体によ り施工さ れ、 益々 その力を発揮さ れ今 日、 かなり の大型工 事

が施工 出来る 水準に達 して居りますが、 これも、 ひと えに行 政の深い ご理解 の結 果

で あり関係 団体として、 その ご努力に対 し深く敬意 を表する ものであり ます。 ご承

知 の通り、 近年建築設備における技術革新の進展と建築物の 大型化、 高層 化、 イ ン

テ リジェント化、 シス テム化等に伴い建築工事に占 める電気 設備工 事のウエイ トが

高 まり設備 の重要性が一段と大きくなって参って居 ります が、 こう した社 会のニー

ズに答える ための貴会との事業活動を通 じ、 ますま す多様化、 高度化す る電気設備

工 事業の一層 の発展に寄与するため、 お互に手をた つさ えて協力 することを念願す

る も の で あ り ま す。

最後に貴 会役員 を始め過去に於て色々 と ご尽力いた だいた 役員 の方々 を始 め会員

各位の今日までの ご努力に対 し敬意を表すると 共に政令指定 都市に向っ て新たな飛

躍 をめざして活動さ れます様 ご期待申 し上 げると共 にご祈念 申し上げお 祝いの言葉

と い た し ま す。



（５） （協） 千葉電友会だより

祝 辞

千葉県中小企業団体中央会

会長 ．勝 又 豊 次郎

千葉電友会が、 創立２５周年を迎えま したこ とを心からお 祝い申し上げます。

貴組合 が輝か しい足跡を残 しつつ 今日の隆盛をみており ますのも理事長を始め役

員並 びに組合員皆様 が一致団結 し健全な運営を実践されて きた賜であり、 相 互信頼

を基軸と したその力強い結束力 と優 れた組合運営に対 して、 あらためて深い 敬意を

表する次 第であります。

顧みま すと、 千葉市の電気工業業者の方々 がその経営 の安 定と業 界の秩序 ある発

展を目指 して組合を設立いた しま した昭和４０年は、 企業 の倒産 が多発するな ど誠に

厳 しい年であったと記憶 しておりま す。

その後においても、 我が 国経済 は幾多の大きな経済変動に直面 しなが
らも、 こ れ

に柔軟 に対応 して乗り越え 世界に類例をみない経済成長を遂 げたのは こしょう ちの

と お り で あ り ま す。

この 著しい発 展に歩調 を併せて、 消費者の価値観の 多様化、 国 際化の進展、 更
に

は技術 革新に伴 う情報化社 会の出現な ど社会 ・産業構 造の調整 が加速化されて企業

経営においても技術力・情報力・企 画開発力 の高度化、 人材養成の充実といったソ

フ トな経営資 源の構築 が不 可欠な緊急 の課題 となっております。

一 方、 昨 今の景況 をみ ます
と、 堅調な個人消費と 旺盛な設備投資を支

えられて長

期 に亘る拡 大基調が続い ており、 一部に懸念はあるものの暫く
は順調に推移 するも

のと 思 わ れ ま す。
と り わ け

、
本 県 に あ っ て は、 東 京

湾横 断道 路 を筆 頭 に ビ ッ グ プ ロ

ジェク トが進められており、 中小企業
界もこ れらの 波及効果 が享受 でき るよう期待

と 希 望 を も っ て 注 目 して い る と ころ であ り ま す。

本会にお いても、 中小企 業の振興のため あらゆる機会
を捉えて ご支援申 し上 げる

所存であり ます。

おわりに、 貴組合の 益々 の
ご繁栄と組合員各位の ご健勝を ご祈念申 し上 げお祝 い

の 言 葉 と い た しま す。
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設立２５周年を祝して

千葉市建設局建築部長 奥 貢

千葉電友会に於かれま しては、 設立されてからここに記念すべき２５周年を迎えら

れ ま し た こ と は、
ま こ と に お め で た い こ と で、 心 よ り お 祝 い 申

し上 げま す。

昭和４０年代頃より、 本格的 に建物が多数建ち始めた時期 に設
立され、 以来２５年間

市政の発展に寄与さ れ又、 第一次石油ショック等 の数回の厳 しい経済 変
動の変化 に

より対応さ れ、 この様に発展 されま したのも、 御 尽力さ れ
た会員皆 様方の賜 であり、

ここに改めて深く感謝と敬意 を表する もので ございます。

近年我 が国の建 設業は、 社 会的、 経済的発展 に伴 い建設 及 び技術が飛躍的に向上

し、 設備 工事も国際化、 情 報化の進展により、 工事内容も
益々複雑多様化する中で、

千葉市も平成４年の政令都 市移行を間近に控え、 ゆとりと活力ある都市ずくりに多

数の施設 建設に取り組んでおりまので、 今後共皆様方の ご協力をお
顔い申 し上 げま

す。

最後になりま したが、 千葉電友会の益々の ご発展 を祈念 して御
祝 いの言葉 と致し

ま す 。
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『電友会と共 に』

千葉市建設局建築部設備課長

清水 克祐

組合員の皆様には益々 ご健勝のこととお喜 び申 しあ げます。 千葉電 友会も結成さ

れて今年で２５周年とのこと、 重ねて心よりお祝い申 しあ げます。

千葉市 が、 電気技術職員を初 めて採用いた しま したの が、 前の市庁 舎 （現在の県

の企業庁の庁舎） が竣工いた しました 年と同 じ昭和３８年４月 でした。 ４名が採用に

なり、 そ の内２名 は庁舎を管 理する管 財課へ、 私 と大塚氏 （清掃部施設建設課） が

建築課へ 配置さ れま した。 私 共が採用 になり ます 以前は、 建築技術職員が電気設備

工事も監 督してい ました。 市 側として 曲りなりにも設計監督体制が整って２年後 に、

電気施工 業者の団体として、 現在の協 同組合の前 身の 「千葉市電友会」 が結成さ れ

ま し たこ と は、 ご存 じ の
と お り で す。

立場 こそ異なりますが、 電友会の歴史と共に歩んでまいりま した私な どは、 今年

２５周年を迎えますことに感慨無量のものがあります。

会 がス タ ー ト した 頃 は、 会 員 の 皆 様
に い ろ い ろ と ご迷 惑 を か けま した。 な に せ ２

名の電気技術職員 が１４名の建築技術職員を相手 にして、 設計、 監督業務 をして いま

した し、 そ の
上
、 現
在 の よ う に 積 算 体系 も 確 立 して い ま せ ん で した の で、 ㈹ 日

本 電

設主業協会発行の 「電気設備工事費 の積算指針」 を参考 に積算 をしました。 １人で

７名の建築技術職員を相手 にしてい ましたの で、 入札 の日に落札 した請負者 をその

まま現場へ案内 して、 建築 の工程 がここまで 進んでいることを説明 して理解 してい

ただき、 電工さ んと資材の手配 を会社 へして いた
だき、 午後より施工に入るという

綱渡り をよくやっていただ きました。 このよう な迷惑をかけま したスター トのとき

会員 で あっ た 会 社 も中 島電 気 さ ん を 始 め、 桂 電 設 さ ん、 ピ コ
ー 電 設 さ ん、

堀 口 電 気

さ ん、 そ して 今
年 に入 っ て、 南 電 業 さ ん と 次々 と 協 同 組 合 よ り 去 っ て い き

ま した。

何 か寂 し い も の を 感 じま す。
あ の 昭 和４８年 の オ イ ル シ ョ ッ ク で Ｆ ケ ー ブ ル や Ｓ Ｖ ケ

ーブルが不 足 しているとき にもいろいろと協 力を していただきま した。

そ して今は、平成４年に政令都市に移行 しよう としている千葉市と して は、多く の

施設を完成させなければなりませんので、 大型工事を皆様にお願い している ところ

で ご ざい ま す。

今後も施工者と発注者と が手を取り合って協力を して、 市民の ためのよ りよい公

共施設を建設 してまいりたいと考 えております。 そのため にも協 同組合 が益々発展

して いただきたく ご祈念申 しあ げ筆を置きます。
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（１母 （協） 千葉電友会だより

２５周年によせて

元副会長 南 修 治

協同組合千葉電友会 が、 その前 身である 千葉市電友会から通算 して満２５周年を 迎

えられま したこと、 誠 にご同慶 にた えませ ん。 創立当初からの会長 （理事長） 職 に

あって会を統卒さ れた染谷 理事長さんをはじめ、 多くの役員 さん方の努力に対 し深

甚の敬意を表する次第 です。

つきま して は、 「電 友会 だより」 創 立２５周年記念特集号の発刊にあたり、 創 立当

初 からの思 い出など是 非とも寄稿されたい との担当理事さん のご足労 に接 し、 文才

に 乏しい私、 大いに戸 惑いを覚えた次第です。

さて 遡 る こ と 昭和４０年 ５
，
月
、
染 谷 新 太 郎

、
堀 口 猛
、
森 正 男 の 実力 者 ３氏 によ る 設

立 発起 人のもと、 市内業者８社の会員構成 で、 華 かにスター トした千 葉市電友会も、

其の後市内業者からの入会希望もあり、 又千葉市 以外の県内 業者の入会、 更に県外

大手業者の入会と一時は非常な盛況を極めま した。

会が発足 して１０年位は開催する会議への出席 は、 市内業者 に於ては、 各社の社長

さんが自から出席を し、 会議 は殆ん ど夕刻 から開催 し、 終了 後は決って酒を汲 み交

し談笑にふ けったもので した。 背広 にネク タイ 姿で出席すると 「大平の仲間入 りを

したのか」 と か 「ま だ１０年早 い」 と かさ んざんなことを言われる時代で した。 会議

もよくまとまり、 懇親の場も 実に和気藷々 といったムー ドに終始 したように感 じま

した。 ８社構成でスター ト した会も、 や がて６年後すなわち第６期定期総会 は期 中

の入会１１社を含め期 末会員数３１社 という 約４倍 の大世帯に増強され、 知識の面 から

も、 施 工 の 面 か らも、 或 い は 営 業 の 面 か ら も 急 速 な レ
ベ ル ア ッ プを 見た の も、 大 手

業者と混在 した影響 は否めないと思います。 しかしそんな内外の業者 の混在 する中

で、 力を蓄 積した地元業者は 「地元の仕事は地元で納税する業者に」 と錦 の御 旗を

掲 げて千 葉市にお願 いをする等活発な行動を展開 したもので した。 昭和４７年初 めに

は 「輝く 心、 輝く力、 輝く 太陽」 のスロー ガン のもとに第２８回 国民 体育大会 （若潮

国体） に向けて、 市を誉げて躍動 しておりま した。 会員各社 も此
ゐイ ベントに際 し



（協） 千葉電友会だより （１の

市より協力要請 を受 け、 やる気 を発揮 したも のです。 お 陰で４８年１２月 には若潮国 体

の成功を祝 し、 時の市長、 荒木市長 さんより 金ピカ の感 謝状 を頂 戴しま した。 しか

し４８年 前 半 か ら し の びよ っ た オイ ル ショ ック は、
我 が国 に狂 乱 物 価 をも た ら し

、
電

設資材も例 外で はなく極 端な値上りと品不足 に、 明日の資材価格 の予測さえ 叶わず、

工 事の見積 りや入札には大きな不安を抱いて臨んだものでした。 ちなみにこ の年４８

年７月 には資材 の大きな値上りを理由に工事価格引き上げの陳情 書を市長さ ん宛に

提 出 しま し た。 年 初 か ら ７．
月 迄 の 僅 か な 期 間 に、 鋼 製 電 線 管３０～４０％、 Ｃ Ｖ ケ

ー ブ

ル７０～ １００％、 Ｖ Ｖ Ｆケ
ー ブ ル 実 に ４００～ ５００％、 照 明 配 線 器 具１５～２０％、 分 盤 類

２０～２５％と激 しい値上り率と入荷の見通 しさえ立たず、 更に９～１０月 頃には引き続

き値上 げされるという情報 に、 工 事受注をす ることも出来ず業界はお先真っ 暗な状

態の中で必死 に企業防衛 に努力を傾 けま した。 翌４９年２月には、 既契約分の請負工

事 については増額変更 の処 置を して 戴きま した。 恐 らくこんな異常な事は後 にも先

に も例のない ことと思 いま すし、 又今後も 無い事を願 って止み ません。 色々 ある中

で 昭和５０年後 半は種々 事情 もあり電友会もひと時会務を休憩す る期間もあ りま した

が、６０年 に入 り会の必 要性も増 し、 従来の任意団体から協 同組 合として商 業登 記も

済ませ、 役員 の若返りも含め、 新方策を豊かに織り込んだ、 現在の組織 に移行 し、

大きく 成長いた しま した。 従来の個々の殻より脱皮を計り、 団体組織の重 要性を相

互に認識し合い、 組織力をベースに受注の場を拡大 し、 技術の研鐙を重ね、 施工管

理能力の向上を計り、 更には会員企業各社の経営基盤の確立を計る等理想的な会運

営へと大きな飛躍を果 しま した。

そ して今企業経営の怠情をお 叱りを受 けた ら、 此 の２５周年の節目に当社も、 電 友

会に対 し５月 お別 れを告 げま した。 運命 の悪 戯という か、 請 われて綴る創立当初 か

らの回顧録 は皮肉 にも長い 間お 世話になっ た会員各社 と、 ご愛顧 を賜った こ当局 の

皆様への御 礼ご挨拶 の場と もなった様な心境ですが、 貴重な 紙面を拝借 して ひと 言

御礼 を申 し述べさせ て頂く 事を、 御容 赦下さい。 本当に長い 間お世話になりありが

とう ご ざい ま し た。

末筆 にな りましたが、 今
後貴会が益々 発展されますよう、 又会員企業各社 の御繁

栄と皆様の御多幸を一生懸命お祈り申 し上げます。
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事務局よりお知らせ

〈表彰の件〉

創立２５周 年記念 に際し、 永 年当会の 発展 の為尽力さ れた 下記の方々 を表彰するこ

と に な り ま し た。 （ア
イ ウエ オ 順，

敬称 略）

共和電気工業株式会社

代表取締役 塩 崎 透

株式会社染谷電気商会

代表取締役

千葉電気工事株式会社

代表取締役

和光電気株式会社

代表取締役

染 谷 新太郎

喜多村 賢一郎

嶋 田 節 子

〈新入 会員紹介 の件〉

大秋電気工業株式会社 有限会社千葉電業社

代表取締役 丹 波 茂 代表取締役 名 取 芳 廣

千葉市長沼原町９４２－２９６ 千葉市誉 田町１－３０

Ｔ Ｅ Ｌ ５ ７ － ３ ９ １ １ ＴＥ Ｌ ９ １ －２ ３ ０ ２

有限会社笈川光和電気 有限会社川島電気設備

代表取締役 笈 川 光 雄 代表取締役 川 島 秀 一

Ｔ Ｅ Ｌ ７ ３ － ６ ３ １ １ Ｔ Ｅ Ｌ ３ ２ － ７ ７ ９ ９

〈退 会の件〉

永 年当会の発展 に尽力さ れ、 又永い問役員を勤めら れた南電業株式会社 （代表取

締役 南 修治氏） が今年５月３１日 を以って退会さ れま した。 今后 の御活躍 を御祈

り 致 しま す。



（協） 千葉電友会だより ⑯

第６回通常総会開催

桜 田 尚 栄

去 る平成２年５．月１８日 午後３ 時半より、 千葉市内ち ば共済会館において （協） 千

葉電 友会第６回通常総会 を開催する。

総 会は高井現 事の司会 にて、 染谷 理事長 の挨拶 に始ま り、 平成元年度事業報告・

収支 決算、 平成２年 事業 計画・収支 予算案 などを宗案迫 りす決さ れた。

なを議案審議 に先立ち、 新規加入 組合員 を紹介する▲ 大秋電気工業㈱▲㈲千葉電

業社 の二社新規 入会する。

平 成二年度電 友会の事業計画の中 の特 に大 きな事業活動 は創立２５周年記念事業で

ある。 （来 る１０，
月２３日千 葉 共 済 会館）

総会終了後当 共済会館 別童にて 懇親会開行 われる。

来賓として千 葉市長、 千葉県電業協 会会 長、 県水道協 会会長、 中小企業団体中央

会千葉市建築部長、 千葉市設備 課長等多数出席いただき 祝辞、 挨拶をいただく。

カ ラオケ等次々と出て、 来賓、 千葉電友会会員、 賛助 会員共々二時間余の懇親会

の宴を盛大裏に終る。
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藤 巻 誠 一

当 会恒 例 の 研 修 旅 行 が、 去 る ６月１５、 １６両 日 行 な わ れ ま し た。

初 日は東海道新幹線、 バス を乗り継いで松 下電工㈱歴 史資料館を訪問し、 松下 グ

ルー プの発展の歴史を垣間 見て、 改めて故松 下幸之助 会長の偉大な功績を知り、 感

激 致 しま した
。
そ の 夜 は 宝 塚 温 泉 に て、 旅 の 疲 れ をい や しま し た。

２ 日目は雨 にたた られま した が、 折り しも開催 中の 「花と緑 の万博」 を訪 れ、

「松下館」 他を見学致 しま した。 色取り どり の花 に触 れ、 緑を目にして、 平 和な日

本、 豊かな日本を痛感致 しま した

今年は当会の創立２５周年を迎えて記念行事 を開催する為、 予算 の関係 で、 この研

修旅行会も実行不可能かと思われま したが、 松下電工㈱、 松 下電器産業㈱両社の御

好意と御援助によって、 今年も無事に開催出来ま した事 を、 会員 の皆様と共に、 深

く感謝致 します。

以上
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オフィスの照明も ノ
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インバータの ／ノ
時代です
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オ フィ スの 明 る さ Ｐｕイン バ ータ安

１５０％騰簸〕漿嬢も義
束の１５０％ の明 るさ。フル点 灯 状態てもランプ

定格 寿命 の 低 下や チラツ キ感か ありません。

さら に ル ーバ 効 率 も 高 効 車ＯＡ ルーハを

３０％ＵＰ 蟹繋篇象
も明るさ か アップ（当 社 比）。 本 格 ＯＡ 対 応

から一 般 向 けまて、３タイプ から選 べます。

新 ・ 登 ・ 場

ライトコントロ ーラ と組

調 光 可 能 み合わ歓ラ・プ定格
光 束 の１５０～５０％て

連 続 調 光か 可 能。オフィス の用 途に合 わせて

照 度 設 定か 自在。３段 階 のプリセット機能 付。

イ ンバ ータ 照明 は ナシ ョナル

Ａ＆笛
快適を科学します

● お 問 い 合 わ せ は、 〔〒２８０〕千 葉 市 祐 光１丁 目 ３ 番１号 松 下 電 工・千 葉 電 材 営 業 所 岱（０４７２）２４－３６６１

閥ａ量ｉｏｎａ■ ＨＡ
つ
（７：

ＬＳ
快 ・ 適 ・ 創・ 造

省 エ ネ ・ 省 ス ペ ー ス ・ 安 全 性 を追 求 した

キュービクル式高圧受電設備

■キュービクルの種類

懲
脳

難

、

轡

距
．

轡

撃
、話

、

き

ひ

っ

キ も

ゴ

ヤ

ハ

ノノ

ち

鱒
灘
灘蝋
鐵

松下電器産業株式会社
ＨＡ ＬＳ「二葉営業 所・ 千葉市 新田 町２ 番２２号・Ｅ ０４７２（４３）２２３２
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調１開 幽 』』式高圧受電設備

ＣＨＩＢＡ ＤＥ：ＮＫｌ ＳＥ二ＩＫＯＳＨＡ

千葉県諸官庁及び建設省規格配電盤・設計・製造販売

株式会社 千葉電機精工社

本 社 千葉県千葉市加曽利町４７５－１ 〒２８０

電 言舌 ０４７２（３１） ８７５５（イＬ七）

ファクシミリ ０４７２（３２） ０４７９

おか げさまで創立２０周年を迎えま した。

９１蹴■’ｒｏ
太陽の限りない強力なエネルギーが美しい自然を育み１

万物の生命の根 源となすように、 強烈な情熱と技術力に

よ って豊かな都 市づくりの一端を担っていきたい。

営業 品目 ： 高 低 圧受 配 電 盤 ・ 監 視 盤 ・ 各 種 制 御 盤

株式会社 大東 電機 製作 所
代表取締役 大 薗 力

〒２８０ 千葉市太田町 ９０－１ ＴＥＬＯ４７２（３１）２０９８（代）
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本社及営 業所

水 戸 営 業 所

宇都宮営 業所

千 葉 営 業 所

茨 城 工 場

鷺灘

・鱒 雛 竃
駕盤

灘 雛難
、

営業品目

屋内 外キュー ビクル式高圧受 変電設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キ ュー ビクル式非常電 源専用 受電設備

（ＰＦ － Ｓ 形 １５０ｋＶＡ 屋 外 用 認 定 番 号 １２７ 号）

（ＣＢ 形 １５０ｋＶＡ 〃 〃 ２６８ 号）

（ＣＢ 形 ３００ｋＶＡ 〃 〃 ２２６号）

（ＣＢ 形 ３００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８１号）

（ＣＢ 形 ５００ｋＶＡ 屋 外 用 〃 ２２５号）

（ＣＢ 形 ５００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８０号）

非 常 電 源 用 分 電 盤（消 防 庁 告 示 ８ 号適 合 認 定 品）

命 邦電機工業株式会社
東 京 都 墨 田 区 本 所 ３ 丁 目２２ 番 ３ 号 〒１３０ 電 話０３（６２４）３５１１㈹ ＦＡＸ Ｏ３（６２５）４６１６

水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０ 電 話０２９２（２４）２２６１ ＦＡＸＯ２９２（２１）６４８４

宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 １ 号 〒３２０ 電 話０２８６（３５）１９５１ ＦＡＸＯ２８６（３５）１８９２

キ 葉 市 長 洲 １ 丁 目 ２１ 番 ３ 号 〒２８０ 電 話０４７２（２１）０３３８ ＦＡＸＯ４７２（２１）０６６８

茨 城 県 猿 島 郡 総 和 町 下 大 野２０００番 〒３０６－０２ 電 話０２８０（９２）０７５５ ＦＡＸＯ２８０（９２）１０１４

高’い信頼催で皆覆のニーズに応える

消防認定品
●キュービクル式受電設備 ●自 動 制 御 盤 ●高・低圧配電盤

●非常電源耐火分電盤 ●遠方集中監視盤 ●分 電 盤 他

《御 指 定 先》

千 葉 県 庁 ・ 県 企 業 庁 ・ 県 教 育 庁 ・ 県 警 本 部 ・ 県 都 市 公 社

県 住 宅 供 給 公 社 ・ 千 葉 市 役所 ・ 船 橋 市 役 所 ・ 市 川 市 役所 ・各 市 町 村

建設省・文部省・郵政省・防衛庁・住宅都市整備公団・日本電信電話会社

㊥ ミヤコ電灘式離
千 葉営 業所 〒２８０ 干 葉県干葉市 市場町９番７ 号

電 話 ０４７２（２１）０６３１（代表）

ＦＡＸ Ｏ４７２（２１）０６３８（代表）

殿

本 社 〒１３６ 東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ 丁 目１０番１０号

営 業 部 ・ 製 造 部 電 話 ０３（６４７）２７０１（代 表）

総 務部 電 話 ０３（６４９）１２７１（代表）

ＦＡＸ Ｏ３（６４７）０９４０
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解発 見す る
” “
知 らせ る

夘 “
消 ず

“
排 煙 す る

”

総合防災のニッタンはく世界〉で信頼されています

営業種目 火災報知 器、 防火・排煙設備
１ 消火叢 備

髄

システムめぬの へ

頸 ＝：Ψ７｝ 楓 会祉
東京都渋谷区幡ケ谷１丁目１１－６ （ニッタンビル）

ＴＥＬ Ｏ３（４６８）１１１１大代表

千葉支店・千葉市寒川１丁目１７３番地 Ｔ日＿ ０４７２（２７）６５６５㈹ ＦＡＸ （２７）６５６７

㈱
㈱
事
一
備
備
災

難
腕
難

剛

防
ス
上
機
防
防

輯
都
”

聾

崎
三

千

千
富
㈲
㈱
江
山
㈲

千 葉 市 末 広 ３ － ６ －１２

千 葉 市 桜 木 町２８５－５５
佐 原 市 佐 原 ホ ー１４０

柏 市 逆 井８５５
茂原 市 大 芝 八 丁 歩６０６
旭 市 井 戸 野１０００

君 津 市 北 子 安 ３－１－１６

Ｔ ＥＬ Ｏ４７２（６６）４４５５

Ｔ ＥＬ Ｏ４７２（３３）５０５８

ＴＥＬ Ｏ４７８（５４）６１３５

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４７１（７３）０５８１

Ｔ ＥＬ Ｏ４７５（２４）８９９３

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４７９ （６３） ８６１１

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４３９（５２）０８２３

ＴＯＳＩＢＡ
地 上 に 育 ま れ、 明 日 に 躍 進

電 設資材 総合卸
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源
配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備
Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 績 ・ 電 線 管 及 附 属 品 ・ そ の 他 電 機 工 事材 料

千葉東芝電材株式会社
本 社 千 葉市中央港２丁目４番１ 号

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４７２（４２）８１４１（代）

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ４７２（４２）８１４８

千葉南 営業所

千葉北営業所

市 川 営 業 所

佐 原 営 業 所

木更津営業所

成 田 営 業 所

千 葉 市 中 央 港 ２ － ４ － １

千 葉 市 中 央 港 ２ － ４ － １

市 川 市 平 田 ３ の ５ の ３ ０

佐 原 市 粉 名 ロ ロ の ３－２０２８－６３

木 更 津 市 木 更 津 ３－１４－３２

成 田 市 並 木 町 ２１９－２５８

２６０ Ｔ ＥＬ Ｏ４７２（４２）８１４１（代）

ＦＡ Ｘ Ｏ４７２（４２）８１４８

２６０ Ｔ ＥＬ Ｏ４７２（４２）８１４１（代）

ＦＡ Ｘ Ｏ４７２（４２）８１４８

２７２ Ｔ ＥＬ Ｏ４７３（７９）１３１６（代）

ＦＡ Ｘ Ｏ４７３（７９）１２９４

２８７ ＴＥＬ Ｏ４７８（５４）１６３３（代）

ＦＡ Ｘ Ｏ４７８（５２）３６６３

２９２ ＴＥＬ Ｏ４３８（２３）７８８５（代）

ＦＡ Ｘ Ｏ４３８（２３）７８９３

２８６ Ｔ ＥＬ Ｏ４７６（２２）３２５１（代）
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照明 設計は、まず
“光 源”の選 択から。

嗣
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群 ゴ’
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光、
最：先端をめざして

ｌＷＡＳＡＫＩ

ＨｌＤランプ ハイラックス

愈 岩崎電気株式会社 奮磁１翻難鷲糀４
千 葉 営 業 所 ＴＥＬ Ｏ４７２－６４－６３５ ５

編 集 後 記

２５周年 記念 行事 特集 号発 行 と多忙 な Ｌ年 で した。

皆様方の御協力に感謝申し上げます。
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中立爾樵樵式会社
千 葉 市 中 央 四 丁 目１２－１２（金 鋼 ビ ル） ＴＥＬ．０４７２（２２）０７５５ ＦＡＸ．０４７２（２２）０５０８ 〒２８０

本 社 ／ 名 古 屋市 中 区大 須 四 丁 目１２番８号 （東 洋 殖産 ビル） 支 社 ／東京 ・名古 屋・ 関西・九 州

ＴＥ Ｌ Ｏ５２（２６２）２２６１ ＦＡＸ．０５２（２５１）６５５９ 〒４６０ 営 業 所 ／ 札 幌 ・ 茨 城 ・ 北 関 東 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 新 潟 ・ 長 野 ・ 静 岡

東 京 本 社 ／ 東 京 都 台 東 区 浅草 橋 四丁 目２番２号 （浅 草 橋 西 ロ ビル） 浜 松・豊 明・三重 ・岐 阜・広 島・ 高松・ 南九州 ・沖 縄

ＴＥＬ．０３（８６５）７０００ ＦＡＸ．０３（８６５）７０１１ 〒 １１１ 工 場 ／ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州

囲囲園

■

従来の常職を超究、

４嘘撹とル仁ｒ５

フレ牛シプル仁対痂

メツセージ対話型こ低コストの

防災システムを実現しま弟傭
Ｒ－１２の特長

●２線式双方向伝送方式

●普通型感知器のアドレッサラル化

●メッセージ表示と対話機能

●中継器は１アドレス／４回線

●約５００回線までの建物に対応可能

●フレキシブルな連動マトリックス

●液晶表示による自己診断機能

●故障部分のマスク機能

● スマ ートな メンプ レン・シ ート 採 用

能 美 防 災 株 式 会 社 千 葉 支 社 ＝ 〒２６０ 千 葉市 神明 町１３－１大 宗神明 ビ／レ ＴＥＬＯ４７２（４６）３６７７ ＦＡ×０４７２（４６）５００５

本 社 ＝ 〒１０２ 東 京 都 千 代ＥＥ区 九 段 南４－７－３ ＴＥＬ Ｏ３（２６５）０２１１ ＦＡ× ０３（２６３）４９４８


